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実用発電用原子炉の設置、運転等に関する規則第八十三条の対応方針及び降下火砕物に 

対する施設の健全性の説明について 

 

1. 概要 

  実用発電用原子炉の設置、運転等に関する規則第八十三条第一号ロ（１）～（３）及び

第四号記載事項（以下「実用炉則第 83条」という。）の対応に用いる施設の健全性（降灰

時における機能維持等）について，これまで設置変更許可申請（以下「EP」という。），設

計及び工事の計画認可申請（以下「CP」という。）において説明を行っているが，EP，CP

で健全性の説明を行っていない一部の施設については，保安規定にて説明を行う。ここで

は，実用炉則第 83条の対応方針及び実用炉則第 83条の対応に用いる施設の健全性につい

て，説明する内容を整理する。 

 

2. 島根 2号機の対応方針及び説明の内容 

  実用炉則第 83条の内容と島根 2号機の対応方針を表 1に，実用炉則第 83条に対応する

島根 2号機の施設の健全性を説明する内容を表 2に示す。 

 

表 1 実用炉則第 83条の内容と島根 2号機の対応方針 

実用炉則第 83条記載事項 対応方針 

一号ロ（１） 

火山現象による影響が発生し、又は
発生するおそれがある場合（以下こ
の号において「火山影響等発生時」と
いう。）における非常用交流動力電源
設備の機能を維持するための対策に
関すること。 

非常用ディーゼル発電機の A 系及び
B 系の吸気ラインに改良型フィルタ
を取り付け，2台運転を行う。 

一号ロ（２） 

（１）に掲げるもののほか、火山影響
等発生時における代替電源設備その
他の炉心を冷却するために必要な設
備の機能を維持するための対策に関
すること。 

高圧原子炉代替注水ポンプを使用
し，原子炉圧力容器内へ注水するこ
とにより炉心の冷却を行う。 

一号ロ（３） 

（２）に掲げるもののほか、火山影響
等発生時に交流動力電源が喪失した
場合における炉心の著しい損傷を防
止するための対策に関すること。 

原子炉隔離時冷却ポンプを使用し，
原子炉圧力容器内へ注水することに
より炉心の冷却を行う。 

四号 

前三号に掲げるもののほか、設計想
定事象、重大事故等又は大規模損壊
の発生時における発電用原子炉施設
の必要な機能を維持するための活動
を行うために必要な体制を整備する
こと。 

緊急時対策所の居住性確保，通信連
絡設備の機能確保のための手順を整
備する。 



表
2 

実
用
炉
則
第

83
条
に
対
応
す
る
島
根

2
号
機
の
施
設
の
健
全
性
を
説
明
す
る
内
容

 

荷
重

腐
食

閉
塞

摩
耗

大
気

汚
染

絶
縁

低
下

逃
が

し
安

全
弁

D
B
,
S
A

△
〇

－
－

－
－

－
－

一
号

ロ
(
1
)
(
2
)
(
3
)

－
（

降
下

火
砕

物
に

対
し

て
建

物
等

で
防

護
さ

れ
て

い
る

こ
と

を
E
P
/
C
P
で

説
明

）

残
留

熱
除

去
系

D
B
,
S
A

△
〇

－
－

－
－

－
－

一
号

ロ
(
1
)

－
同

上

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
D
B
,
S
A

△
〇

－
－

－
－

－
－

一
号

ロ
(
1
)

－
同

上

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
D
B
,
S
A

△
〇

－
－

－
－

－
－

一
号

ロ
(
1
)

－
同

上

高
圧

原
子

炉
代

替
注

水
系

（
復

水
貯

蔵
タ

ン
ク

か
ら

高
圧

原
子

炉
代

替
注

水
ポ

ン
プ

ま
で

の
一

部
の

配
管

は
除

く
）

S
A

－
〇

－
－

－
－

－
－

一
号

ロ
(
1
)
(
2
)

〇

・
一

号
ロ

(
2
)
に

お
い

て
復

水
貯

蔵
タ

ン
ク

に
水

源
を

切
り

替
え

た
う

え
で

，
高

圧
原

子
炉

代
替

注
水

ポ
ン

プ
を

用
い

た
炉

心
冷

却
が

可
能

で
あ

る
こ

と
・

一
号

ロ
(
2
)
に

お
い

て
復

水
貯

蔵
タ

ン
ク

か
ら

高
圧

原
子

炉
代

替
注

水
ポ

ン
プ

ま
で

の
配

管
が

使
用

可
能

で
あ

る
こ

と
（

説
明

対
象

の
配

管
を

図
1
に

示
す

）

原
子

炉
隔

離
時

冷
却

系
D
B
,
S
A

△
〇

－
－

－
－

－
－

一
号

ロ
(
1
)
(
3
)

〇

一
号

ロ
(
3
)
に

お
い

て
復

水
貯

蔵
タ

ン
ク

に
水

源
を

切
り

替
え

た
う

え
で

，
原

子
炉

隔
離

時
冷

却
ポ

ン
プ

を
用

い
た

炉
心

冷
却

が
可

能
で

あ
る

こ
と

復
水

貯
蔵

タ
ン

ク
D
B

－
－

－
－

－
－

－
－

一
号

ロ
(
2
)
(
3
)

〇
降

下
火

砕
物

に
対

し
て

荷
重

，
腐

食
に

対
す

る
健

全
性

が
確

保
で

き
る

こ
と

原
子

炉
補

機
冷

却
系

D
B
,
S
A

△
〇

－
－

－
－

－
－

一
号

ロ
(
1
)

－
（

降
下

火
砕

物
に

対
し

て
建

物
等

で
防

護
さ

れ
て

い
る

こ
と

を
E
P
/
C
P
で

説
明

）

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

補
機

冷
却

系
D
B
,
S
A

△
〇

－
－

－
－

－
－

一
号

ロ
(
1
)

－
同

上

原
子

炉
補

機
海

水
ポ

ン
プ

D
B
,
S
A

〇
－

◎
◎

◎
◎

－
－

一
号

ロ
(
1
)

〇
保

安
規

定
段

階
で

の
降

下
火

砕
物

濃
度

に
対

し
て

影
響

が
な

い
こ

と
（

閉
塞

）

原
子

炉
補

機
海

水
ス

ト
レ

ー
ナ

D
B
,
S
A

〇
－

－
◎

◎
◎

－
－

一
号

ロ
(
1
)

〇
同

上

原
子

炉
補

機
冷

却
系

熱
交

換
器

D
B
,
S
A

〇
〇

－
◎

◎
◎

－
－

一
号

ロ
(
1
)

〇
同

上

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

補
機

海
水

ポ
ン

プ
D
B
,
S
A

〇
－

◎
◎

◎
◎

－
－

一
号

ロ
(
1
)

〇
同

上

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

補
機

海
水

ス
ト

レ
ー

ナ
D
B
,
S
A

〇
－

－
◎

◎
◎

－
－

一
号

ロ
(
1
)

〇
同

上

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

補
機

冷
却

系
熱

交
換

器
D
B
,
S
A

〇
〇

－
◎

◎
◎

－
－

一
号

ロ
(
1
)

〇
同

上

計
測

制
御

系
統

施
設

（
安

全
保

護
系

盤
）

D
B
,
S
A

〇
〇

－
◎

－
－

－
◎

一
号

ロ
(
1
)
(
3
)

－
（

降
下

火
砕

物
に

よ
る

腐
食

等
の

影
響

に
対

し
て

健
全

性
を

有
す

る
こ

と
を

E
P
/
C
P
で

説
明

）

通
信

連
絡

設
備

D
B
,
S
A

－
〇

－
－

－
－

－
－

四
号

〇
一

号
ロ

(
1
)
(
2
)
(
3
)
の

状
況

下
で

使
用

で
き

る
こ

と
放

射
性

廃
棄

物
の

廃
棄

施
設

排
気

筒
（

空
調

換
気

系
用

，
非

常
用

ガ
ス

処
理

系
用

）
D
B
,
S
A

〇
－

－
◎

◎
－

－
－

一
号

ロ
(
1
)

〇
保

安
規

定
段

階
で

の
降

下
火

砕
物

濃
度

に
対

し
て

影
響

が
な

い
こ

と
（

閉
塞

）

換
気

空
調

設
備

（
中

央
制

御
室

空
調

換
気

系
）

D
B
,
S
A

〇
〇

－
◎

◎
◎

◎
－

一
号

ロ
(
1
)

〇
同

上

排
気

筒
モ

ニ
タ

D
B

〇
－

－
◎

◎
－

－
－

－
〇

同
上

原
子

炉
格

納
施

設
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

チ
ェ

ン
バ

D
B
,
S
A

△
〇

－
－

－
－

－
－

一
号

ロ
(
1
)
(
2
)
(
3
)

－
（

降
下

火
砕

物
に

対
し

て
建

物
等

で
防

護
さ

れ
て

い
る

こ
と

を
E
P
/
C
P
で

説
明

）

非
常

用
デ

ィ
ー

ゼ
ル

発
電

設
備

デ
ィ

ー
ゼ

ル
機

関
D
B
,
S
A

〇
〇

－
◎

◎
◎

－
－

一
号

ロ
(
1
)

〇
保

安
規

定
段

階
で

の
降

下
火

砕
物

濃
度

に
対

し
て

影
響

が
な

い
こ

と
（

閉
塞

）
非

常
用

デ
ィ

ー
ゼ

ル
発

電
設

備
デ

ィ
ー

ゼ
ル

燃
料

移
送

ポ
ン

プ
D
B
,
S
A

〇
－

－
◎

◎
◎

－
－

一
号

ロ
(
1
)

〇
同

上

非
常

用
デ

ィ
ー

ゼ
ル

発
電

設
備

デ
ィ

ー
ゼ

ル
燃

料
貯

蔵
タ

ン
ク

D
B
,
S
A

△
〇

－
－

－
－

－
－

一
号

ロ
(
1
)

－
（

降
下

火
砕

物
に

対
し

て
建

物
等

で
防

護
さ

れ
て

い
る

こ
と

を
E
P
/
C
P
で

説
明

）
非

常
用

電
源

設
備

（
計

装
用

無
停

電
交

流
電

源
装

置
及

び
ロ

ー
ド

セ
ン

タ
）

D
B
,
S
A

〇
〇

－
◎

－
－

－
◎

一
号

ロ
(
1
)

－
（

降
下

火
砕

物
に

よ
る

腐
食

等
の

影
響

に
対

し
て

健
全

性
を

有
す

る
こ

と
を

E
P
/
C
P
で

説
明

）

直
流

電
源

設
備

D
B
,
S
A

△
〇

－
－

－
－

－
－

一
号

ロ
(
1
)
(
2
)
(
3
)

〇
原

子
炉

隔
離

時
冷

却
系

及
び

高
圧

原
子

炉
代

替
注

水
系

の
運

転
期

間
に

お
い

て
給

電
が

可
能

で
あ

る
こ

と

可
搬

型
の

非
常

用
発

電
装

置
S
A

－
－

－
－

－
－

－
－

四
号

〇
・

建
物

内
で

使
用

し
機

能
維

持
す

る
こ

と
・

通
信

連
絡

設
備

へ
2
4
時

間
給

電
が

可
能

で
あ

る
こ

と

緊
急

時
対

策
所

D
B
,
S
A

－
－

〇
－

－
－

〇
－

四
号

〇
扉

開
放

等
の

措
置

に
よ

り
，

居
住

性
が

確
保

可
能

で
あ

る
こ

と

原
子

炉
建

物
D
B

〇
－

◎
◎

－
－

－
－

一
号

ロ
(
1
)
(
2
)
(
3
)

－
（

降
下

火
砕

物
に

よ
る

荷
重

等
の

影
響

に
対

し
て

健
全

性
を

有
す

る
こ

と
を

E
P
/
C
P
で

説
明

）

タ
ー

ビ
ン

建
物

D
B

〇
－

◎
◎

－
－

－
－

－
－

同
上

制
御

室
建

物
D
B

〇
－

◎
◎

－
－

－
－

一
号

ロ
(
1
)
(
2
)
(
3
)

－
同

上

廃
棄

物
処

理
建

物
D
B

〇
－

◎
◎

－
－

－
－

一
号

ロ
(
1
)

－
同

上

排
気

筒
モ

ニ
タ

室
D
B

〇
－

◎
◎

－
－

－
－

－
－

同
上

デ
ィ

ー
ゼ

ル
燃

料
貯

蔵
タ

ン
ク

室
，

Ｂ
－

デ
ィ

ー
ゼ

ル
燃

料
貯

蔵
タ

ン
ク

格
納

槽
D
B

〇
－

●
●

－
－

－
－

一
号

ロ
(
1
)

－
（

降
下

火
砕

物
に

よ
る

荷
重

等
の

影
響

に
対

し
て

健
全

性
を

有
す

る
こ

と
を

C
P
で

説
明

）
換

気
空

調
設

備
（

原
子

炉
建

物
付

属
棟

空
調

換
気

系
）

D
B

〇
〇

－
◎

◎
◎

－
－

一
号

ロ
(
1
)

〇
保

安
規

定
段

階
で

の
降

下
火

砕
物

濃
度

に
対

し
て

影
響

が
な

い
こ

と
（

閉
塞

）

改
良

型
フ

ィ
ル

タ
－

－
－

－
－

－
－

－
－

一
号

ロ
(
1
)

〇
・

非
常

用
デ

ィ
ー

ゼ
ル

発
電

設
備

デ
ィ

ー
ゼ

ル
機

関
の

給
気

口
に

取
り

付
け

る
こ

と
・

2
4
時

間
閉

塞
し

な
い

こ
と

上
記

以
外放

射
線

管
理

施
設

E
P
/
C
P
に

お
け

る
説

明
内

容

計
測

制
御

系
統

施
設

原
子

炉
冷

却
系

統
施

設

評
価

対
象

施
設

そ
の

他
発

電
用

原
子

炉
の

附
属

施
設

設
備

区
分

外
部

事
象

防
護

対
象

施
設

建
物

等
内

設
備

実
用

炉
則

第
8
3
条

に
お

け
る

該
当

条
項

保
安

規
定

で
追

加
説

明
す

る
も

の

保
安

規
定

に
お

け
る

説
明

内
容

（
追

加
説

明
不

要
の

理
由

）

〇
：
降
灰
影
響
あ
り

△
：
降
灰
影
響
な
し

◎
：

E
P
/
C
Pで

説
明

〇
：
E
Pで

説
明

●
：

C
Pで

説
明

2



 

3
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1 復水貯蔵タンクを水源とした高圧原子炉代替注水系による原子炉圧力容器への注水概要図 

開→閉 
開→閉 

閉→開 

閉→開 

：復水貯蔵タンク水源での注水ラインを明記 

（破線ラインはこれまで DB,SAとして説明していない範囲） 
：復水貯蔵タンクへの水源切替え時の操作対象弁の開閉状態 

注：設置（変更）許可添付書類十追補１第 1.2-4図「中央制御室からの高圧原
子炉代替注水系起動，現場手動操作による高圧原子炉代替注水系起動概要
図」の操作手順及び凡例を削除し以下を加筆 

開→閉 
開→閉 




